
 

           新技術調査表（１） 登録番号 0101018 

名  称 メタルロード工法 
作成年月日 2000年12月11日 

更新年月日 2020年03月25日 

 副  題 中山間部の急傾斜面の道路建設に適した鋼製桟道橋  開発年月日     1992年8月 日 

 
 
 分  野 

１共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
２工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

道路改良 

 

 

土質条件：中硬岩～砂礫、砂質土 

法面工板：１：１以上の斜面 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 川崎製鉄㈱、川鉄ﾃｸﾉｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ㈱ 担当部署  

担当者名   ＴＥＬ  

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 ＪＦＥシビル株式会社 担当部署 社会基盤事業部 

担当者名 米澤 洋、辻 大輔 〒 

 

111-0051 ＴＥＬ 03-3864-3661 

住  所 

 

東京都台東区蔵前2丁目17番14号 ＦＡＸ 03-3864-7319 
 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.jfe-civil.com/ e-maile doboku-metal@jfe-civil.co

m 
 
 【概 要】 
  メタルロード工法は、鋼管杭、杭頭ブロック、格点桁、主桁および床版からなる上下部一体 
 の橋梁工で、主に道路拡幅や橋梁代替の桟道橋として永久構造物に適用されている。 
  本構造は、格点部において杭、格点部および主桁が剛結され、道路方向および道路直角方向 
 ともにラーメン構造となっており、活荷重や地震力などの外力に対して杭と桁が一体となって 
 抵抗する。 
  標準的な断面構造として、拡幅タイプおよび独立タイプがあり、現場の地形条件や施工条件 
 に応じて、これらを適宜選定し、レイアウトすることができる。 
  構造部材は各々プレハブ化されており、現場においては、設計図にしたがって工場製作され 
 た各部材をボルト接合、溶接、モルタル充填によって組み立てて全体構造を構築するものであ 
 る。 

 
 【特 徴】 

 (1)上下部一体のラーメン構造であり、道示（H24年度版）に準拠した耐震設計が可能である。 

 (2)地形条件・施工条件に応じ、拡幅・独立タイプの構造形式選定やレイアウトが可能である。 
 (3)短尺・軽量なプレハブ部材で構成されており、山間部の狭隘な場所での施工にも適する。 
 (4)手延べ施工により、既存交通を確保しながら拡幅工事を行うことができる。 
 (5)土工事が少ない、自然環境に与える負荷が小さい。また斜面の安定性確保にも有利である。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 構造概要図                工事実績写真（東京都2013） 
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新技術調査表（２） 
 

 
 
 実績件数 

  東 京 都： 11件 
  国 土 交 通 省： 69件 
  その他公共機関： 478件 
  民 間：  5件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

 建 設 局：  4 件 

 都市整備局：    件 

 港 湾 局：    件 
  

水 道 局：   件 

  下 水 道 局：    件 

  交 通 局：    件 

  そ の 他： 7 件 

 特  許    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：  特許 第 3978644      ）   
          ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号：                        ） 

  

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 
   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 
                      ・証明機関   （          ） 
 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（               ） 
 （番号：ＱＳ-980157-VE   登録年月日： 1998年10月） 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

 １安全・安心  ２環 境 ３ゆとりと福祉  ４コスト縮減・生産性の向上 
 ５公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入 プレハブ化、省力化 

開発目標 
（選 択） 

 １省人化 ２省力化 ３作業効率向上 ４施工精度向上 ５耐久性向上 ６安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ９地球環境への影響抑制 
 10. 省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

と 

の 

比 

較 

 従来の材料名・工法名：盛り度・補強土・背面切り土等による道路拡幅工法 
 １ 工 程【１短縮（20％）  ２同程度 ３増加（  ％）】（仮設工事が縮小    ） 
 ２ 省 人 化【１向上（20％）  ２同程度 ３低下（  ％）】（土工事が少ない    ） 
 ３ 経 済 性【１向上（10％）  ２同程度 ３低下（  ％）】（急斜面の場合     ） 
 ４ 施工管理【１向 上    ２同程度 ３低下          】（杭打ち工事がある   ） 
 ５ 安 全 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（現場作業が少ない   ） 
 ６ 施 工 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（交通規制が少ない   ） 
 ７ 環 境【１向 上    ２同程度 ３低下          】（切土・盛土の土工事が少ない ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ２同程度 ３低下          】（汎用機械で施工可能  ） 
 ９ 品 質【１向 上    ２同程度 ３低下          】（道路面出来高は同様  ） 
 10  そ の 他（斜面に荷重が負荷されないため、滑り安定性が確保できる        ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
・格点桁製作工：国交省 土木工事標準積算基準 第Ⅳ編 道路 第7章 橋梁工 ①鋼橋製作工 
・基 礎 工 ：国交省 土木工事標準積算基準 第Ⅱ編 共通工 第3章 ⑧ﾀﾞｳﾝｻﾞﾎｰﾙﾊﾝﾏ工 
・格点桁架設工：国交省 土木工事標準積算基準 第Ⅳ編 道路 第2章 付属施設 ②ｽﾉｰｼｴｯﾄﾞ工 
・床 版 工 ：国交省 土木工事標準積算基準 第Ⅳ編 道路 第7章 橋梁工  

第Ⅱ編 共通工 第4章 ｺﾝｸﾘｰﾄ工 
・現場塗装工 ：国交省 土木工事標準積算基準 第Ⅵ編 複合及び市場単価 第2章 市場単価  
                           ⑧橋梁塗装工 
・仮 設 工 ：国交省 土木工事標準積算基準 第Ⅱ編 共通工 第5章 仮設工  

⑧仮設材設置撤去工 
  ●既設道路に施工機械を配置して施工の場合：150～200千円/㎡（直接工事費、材工） 
  ●既設道路交通を確保して手延べ施工の場合：150～250千円/㎡（直接工事費、材工） 
   ※地盤条件、地形条件によって施工単価は変動する。 
 
 【施工上・使用上の留意点】  
・基礎杭の設計のための事前の土質調査が必要。（N値、C値、ｑu値など） 
・鋼製部材の防食設計（耐候性鋼材、重防食鋼管杭、亜鉛メッキ等によりミニマムメンテが可能） 
・地山（斜面）の安定性の事前検討や境界部の埋戻し時の十分な転圧が必要。 
 【参考資料】 
 ・メタルロード工法  積算マニュアル （メタルロード工法協会） 
 ・メタルロード工法 設計・施工マニュアル（メタルロード工法協会） 

 



新技術調査表（３） 
 

検 

査 

・ 

試 

験 

デ 

ー 

タ 

等 

①格点部の強度の確認 

杭が偏心してない場合（供試体１）と１００㎜偏芯して接合された杭頭・格点桁部材（供

試体２）に対して載荷試験を行い、各部材が常時の設計荷重に対して十分に安全であること

を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

     供試体２（偏心100㎜）          載荷試験の状況 

                           

 

 

 

 

 

荷重－変位曲線 （左：供試体１ 右：供試体２） 

 

 
②耐候性鋼材の適用性調査 

メタルロードの桁及び格点部に、耐候性鋼材を無塗装で使用する場合の適用性調査のため、

道路管理者の許可を得て供用下の実構造物で5年間の暴露試験を実施。 

その結果、メタルロード固有の構造部位においては腐食速度が極めて小さく、100 年後の腐食

量は 0.1mm 以下と推定され、橋梁における適用の目安とされる 100 年で 0.5mm 以下と比較し

て十分に小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

暴露試験片の状況 

建 設 局 
事業への 
適 用 性 

・中山間部の国道・都道（既存道路幅3.5m以上）の拡幅、改良。 
 ・線形改良のバイパスとして適用される桟道橋や橋梁代替案。 
 ・崖地上空の有効利用のための非常停車帯や駐車場等の建設。 
 
 
 

 

荷重－変位の関係
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新技術調査表（４） 
 

 
 ■ 拡幅タイプ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ■ 独立タイプ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆現道を確保しての施工が可能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            

 



新技術調査表（５）《実績表》 
 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

東 

京 

都 

に 

お 

け 

る 

施 

工 

実 

績 

建設局 

 

建設局 

 

建設局 

建設局 

 

総務局 

 

総務局 

 

総務局 

総務局 

西多摩建設事務所 

 

西多摩建設事務所 

 

西多摩建設事務所 

西多摩建設事務所 

 

大島支庁 

 

八丈支庁 

 

大島支庁 

八丈支庁 

道路改修工事及び補償代
行工事（西－折立の３） 

道路改修工事及び補償代
行工事（西－折立の４） 

道路改修工事（西-折立2
期の４) 

道路改修工事のうち鋼製
桟道整備工事（西-沢井の
７） 

道路改修工事（大-泉大津
１期の６） 

道路改修工事（八-樫立４
の１） 

元町（南）林道災害復旧
工事 

道路改修工事（八-樫立４
の２）及び補償代行工事 

2007.6～2008.7 

 

2008.8～2009.8 

 

2012.10～2014.3 

2009.3～2010.2 

 

2011 

 

2010 

 

2014 

 

2011 

12179391T 

 

12465154Y 

 

4013431082 

12625623Z 

 

4008336552 

 

4005475937 

 

4020077978 

 

4008568375 

 【評価等がある場合、その内容】 

東
京
都
以
外
の
施
工
実
績
（
国
土
交
通
省
・
地
方
自
治
体
・
民
間
等
） 

発    注  者 工 事 件 名 施 工 期 間 CORINS 登録 № 

国交省 関東地方整備局 
富士川砂防事務所 

国交省 関東地方整備局 
長野国道事務所 

国交省 四国地方整備局 
山鳥坂ﾀﾞﾑ工事事務所 

国交省 関東地方整備局 
八ｯ場ﾀﾞﾑ工事事務所 

国交省 北陸地方整備局 
松本砂防事務所 

国交省 中部地方整備局 
飯田国道事務所 

国交省 九州地方整備局 
大分川ﾀﾞﾑ工事事務所 

国交省 四国地方整備局 
松山河川国道事務所 

H27荒川第四砂防堰堤 
工事用道路工事 

奈川渡改良付替道路工事
            

平成28-29年度    
下敷水工事用道路工事 

H29金花山鋼製桟道工事
  

大所第９砂防堰堤資材運
搬道路その４工事 

平成30年度飯田国道管内
交安整備工事 

付替林道河内地区下流 
（4工区）工事 

平成29-30年度西明神歩
道工事 

2016 
 

2017 
 

2017 
 

2017 
 

2017 
 

2017 
 

2017 
       

2018 

 

 【評価等がある場合、その内容】 

 


